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研究成果の概要（和文）：近年タイでピーコックバスが野外で確認され生態系に悪影響を与える懸念がある。調
査地はラヨーンとした。本種は魚類とテナガエビ類を捕食し、安定同位体比分析から食物網の最高次に位置し肉
食性在来種と競合する可能性が高く侵略性が強いと推定され定着していることも分かった。定着場所の貯水池に
接する環境はタイ唯一の泥炭湿地で水産資源の他に水も上水として利用され持続的利用の期待は高い一方、貯水
池はゲームフィシング以外殆ど無かった。
2020年に水産局特定外来魚法制定部局等と公開シンポジウムを開催し、文理融合的視点から、予防原則に則った
対策を行い、他の場所への放流を厳禁とし、駆除に資す学術調査実施の必要性を提言した。

研究成果の概要（英文）：Peacock Bass is founding in Thailand and bad influence is worried. Research 
was conducted at Rayong. It is presumed that it will have high invasive potentiality because it 
preyed fishes and long armed shrimp, was state the highest position of food web and has possibility 
of competition to carnivorous native species based on stable isotope analysis. It already 
established in research site of a reservoir and next to here is the only one peat swamp in Thailand.
 People use aquatic resources and water as top water from the swamp and expect sustainability while 
there is almost nothing except for game fishing in reservoir.   
We held symposium with stuff of department where legislates invasive alien fish act , fisheries 
bureau on 2020. We brought forward concrete proposals based on results of our interdisciplinary 
research viz., the counterplan based on precautionary principle, prohibition of release anywhere, 
the necessity of urgent academic research that contribute  extermination of it.

研究分野： 生物資源保全学

キーワード： 生物資源保全　生物多様性　外来生物　ピーコックバス　タイ　地域研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タイでは今まで多くの外来魚が移入され、ピーコックバスはその中で最も肉食性の強い種類として生態系への悪
影響が懸念されているが学術的な調査は全くされていなかった。本研究は胃内容物調査に加え、安定同位体比分
析により食物網の位置等を可視化して影響の評価を行う等、自然科学的手法に加え、調査地とその周辺での生態
資源利用やそれらの持続的利用に関する意識等を社会学的手法で行った文理融合的研究であり学術的意義は大き
い。
これらの成果をタイの特定外来魚法制定部局のある水産局と共有するとともに、将来における本種への具体的対
応策を提言したことは当該国の今後の水産資源利用に多大な貢献を成すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）近年、タイで侵略性の高いピーコックバスが確認され、在来水域生態系への悪影響が懸念
され、豊かな生物多様性が失われる可能性が生じている。しかし、これに対して学術的調査や対
策が全くなされていなかった。 
（２）東南アジアは淡水生物多様性のホットスポットとして世界的に注目されている。生物多様
性劣化の原因の一つが外来生物問題であり、ピーコックバスが在来水域生態系に与える影響の
研究は急務である。 
（３）東南アジア諸国では世界的にみても淡水水産資源を多く利用する地域のひとつで、いかな
る在来魚類・ベントスも様々な方法で利用され、生物多様性が失われれば文化多様性も同様の道
を辿ることになり、社会的に大きな問題となる。 
（４）上記の背景を鑑みた時、本研究は焦眉の研究課題である。タイは東南アジア諸国の中心的
存在であり、タイで行われる本研究で得られた結果や対応策は他の諸国にも直接的に適用が可
能である。 
 
２．研究の目的 
ピーコックバスの侵略性の強度を自然科学の手法で評価するとともに、地域住民の生態資源利
用やその意識等を社会学的手法で明らかにし、文理融合の視点からピーコックバスへの具体的
対応策をタイ政府に提言する。 
 
３．研究の方法 
（１）自然科学的側面 
①胃内容物調査でピーコックバスが捕食している生物を特定し、生態系への影響を推定する。 
②炭素・窒素安定同位体比分析でピーコックバス、および生息場所、ならびにその周辺の魚類と
ベントスを分析し、食物網の構造を明らかにするとともに、その中におけるピーコックバスの栄
養段階を可視化し、生態系への影響を推定する。 
③生殖腺指数や体長組成から繁殖状況を明らかにし定着の程度を推定する。 
④上記の結果を総合して本種の侵略性の強度を評価する。 
（２）社会学的側面 
①地域住民に聞き取り調査を行い、ピーコックバスの生息場所やその周辺水域における本種を
含めた外来魚や生物多様性への認識と利用、生態資源利用の実態を明らかにする。 
②属性の異なる地域住民を対象にアンケート調査を実施し、上記と同様の内容を明らかにする。 
③地域の行政に聞き取り調査を行い、調査地とその周辺の開発計画を明らかにする。 
④上記の結果を総合して調査地とその周辺における生物多様性に関する社会学的状況を把握す
る。 
（３）具体的提言 
①上記の二つの側面からの調査結果を文理融合の視点から判断し、タイにおいて特定外来魚法
制定部局を有する水産局にピーコックバスに対する具体的対応策を提言する。 
②調査地の生物多様性保全の主要拠点に上記と同様の提言をする。 
 
４．研究成果 
（１）調査地としてラヨーンを選定した。 

（２）実施状況 

①平成29年度は共同研究者のタイ カセサート大学 プラチヤー ムシカシントーン助教授を

招へいし、2017年7月26日、研究代表者・連携研究者を含め約10名の参加のもと、国際ワークシ

ョップ「タイにおけるピーコックバスを中心とした外来魚の現状と対策」を開催した。第一回

現地調査は雨季の2017年8月28-9月2日まで、研究代表者岩田、連携研究者竹門・奥田、共同研

究者プラチヤー、研究補助院生友尻が参加して、得られた標本をカセサート大学で、安定同位

体比分析用に処理を行った。第二回現地調査は乾季の2018年2月22-26日まで、研究代表者岩

田、連携研究者竹門・古澤、共同研究者プラチヤー、研究補助院生友尻・古元が参加して、得

られた標本をカセサート大学で、雨季と同様の処理を行った。 

②平成30年度は共同研究者のタイ カセサート大学 プラチヤー ムシカシントーン助教授を

招へいし、2018年9月18日、研究代表者・連携研究者を含めて国際ワークショップ「タイにおけ

るピーコックバスを中心とした外来魚の現状と対策 Part2」を開催した。昨年度の調査で、ピ

ーコックバスが生息する貯水池の上流部は、タイで唯一の淡水泥炭湿地で、中心部は国立ラヨ

ーン植物園の管理する極めて貴重性・希少性の高い環境であることが分かり、本研究にこの場

所の持続的維持・管理と利活用という視点を加えることとなった。10月5日、カセサート大学

で、外来魚を対象としたタイ初の国際セミナー「Problems of alien fish species in 

Thailand」を開催し、研究代表者岩田、共同研究者プラチヤー、研究補助院生友尻が発表し

た。特定外来魚指定を行う水産局職員が多数参加し、来年度に行う政策提言のネットワークの



構築ができた。雨季現地調査は10月20-25日、研究代表者岩田、連携研究者竹門・古澤、共同研

究者プラチヤーが参加し、標本をカセサート大学で処理した。乾季調査は1月30-2月5日、研究

代表者岩田、連携研究者奥田、共同研究者プラチヤーが参加した。さらに、ラヨーン植物園が

主催するInternational Wetland Day 2019 のイベントの正式企画の一つとして、1月31日に

「持続的な湿地帯保全に関して社会と地域コミュニティーが理解を深めるために（タイ語）」

と題する講演会を開催し、地元住民参加のもと外来魚に関する講演を行ったのに加え、アンケ

ート調査を行った。2月2日は地元住民参加のもと、同様の講演の後にピーコックバス駆除大会

を催し、同時にアンケート調査を行った。 

③令和元年度はタイ カセサート大学 プラチヤー ムシカシントーン助教授を招へいし、

2019年7月9日、研究代表者・連携研究者を含めて国際ワークショップ「タイにおけるピーコッ

クバスを中心とした外来魚の現状と対策 Part3」を開催した。カセサート大学水産学部学生の

卒業論文のテーマと一つとして泥炭湿地の魚類相調査が開始され、本研究がタイの大学教育に

も展開した。雨季現地調査は8月28-31日、研究代表者岩田、連携研究者竹門・古澤、共同研究

者プラチヤーが参加し、標本をカセサート大学で処理した。乾季調査は10月27-31日、研究代表

者岩田、共同研究者プラチヤーが参加し、カセサート大学学生と共に標本採集を行った。さら

に、調査地周辺の村落でアンケート調査を実施した。これに加え、地域行政に対して本調査地

とその周辺における開発計画について聞き取り調査を行った。2020年1月31日に研究代表者岩

田、連携研究者竹門、共同研究者プラチヤーが参加・発表し、公開国際シンポジウムをカセサ

ート大学で、外来種調査部局、特定外来種法策定部局等職員らの発表も交え、さらに、2月1日

はラヨーン植物園で前年と同様の企画として、双方で「タイの外来魚問題―私たちはこれから

外来魚とどうつきあうのか―（タイ語）」を開催して、調査地におけるピーコックバスへの具体

的対応策を提言した。 

（３）研究結果と提言内容 

①魚類相調査の結果、ピーコックバスとナイルティラピア2種の外来種を含む16科26種の魚類が

確認された。ピーコックバスが捕獲されたのは人工的な貯水池で、この場所の魚類は12種、泥

炭湿地では17種であった。 

②この貯水池ではピーコックバスの稚魚が確認されるとともに体サイズの連続した異なる個体

が多数捕獲されたことにより、この場所に定着していることが明らかとなった。 

③貯水池に隣接する環境はタイ唯一の泥炭湿地で、中心部は国立ラヨーン植物園の管理する極

めて貴重性・希少性の高い場所であるが、本研究ではこの湿地からピーコックバスは確認され

ず、地域住民への聞き取り調査から、生息していてもかなり密度は低いものと推定された。 

④胃内容物調査からピーコックバスは、魚類では Parambasis siamensis, Pristolepis 
fasciata, Oxyeleotris marmorata, Gobiopterus chuno 等の魚類複数種を捕食していることが

明らかになった。この中でParambasis siamensisとGobiopterus chunoの被捕食率が高いことが

分かった。また、魚類以外ではテナガエビ類を高頻度で捕食していた。 

⑤窒素・炭素安定同位体比分析の結果ではピーコックバスは小型個体から食物網の最高次に位

置していることが明らかになった。 

⑥ピーコックバスの食物網における位置は、肉食性在来種である Channa 属の C.striata, 
C.micropertes, C. lusius と同様、もしくは類似しており、これらの種類と競合する可能性

が高いことが分かった。 

⑦以上の結果より、ピーコックバスは本調査地においては侵略性が強いと推定された。 

⑧地域住民の中にはこの湿地で得られるChanna 属複数種、タウナギ、キノボリウオ、ヒレナマ

ズ類等といった複数の魚類、複数種の巻貝類、ハス等の植物等の水産資源を採取して市場で販

売する人々が認められた。また、イグサ科の植物から籠やバッグ等を作っており、それらはこ

の地域の一村一品運動の特産品として一般市場に流通し、販売されていることが明らかになっ

た。さらに、この場所の水を周辺の村落が上水として使用していることも分かった。 

⑨アンケート調査の結果、地域住民のこの湿地に対する関心、および、ここから得られる生態

資源の持続的利用への期待も高かった。一方、ピーコックバスの生息する貯水池は、ピーコッ

クバスを含めて水産資源利用はゲームフィシング以外殆ど無く、周回道路でのジョギング等憩

いの場所として利用される頻度が高かった。 

⑩2018年10月、特定外来魚指定を統括する水産局職員参加のもと、カセサート大学で外来魚を

対象としたタイ初の国際セミナ－、および、2019年1月、ラヨーン植物園で同様の公開セミナー



を開催した。2020年1月には公開国際シンポジウムをカセサート大学で、外来種調査部局、特定

外来種法策定部局等職員らの発表も交え、2月はラヨーン植物園で、双方において “タイの外

来魚問題―私たちはこれから外来魚とどうつきあうのか―（タイ語）”を開催した。これらの

席上で、調査地におけるピーコックバスの高い侵略性の可能性と、調査地と周辺水域の生態系

サービスの利用状況と持続的利用の期待等、本研究結果を分離融合的視点から総合的に考慮

し、１．保全生態学の予防原則に則った対策を行うこと ２．現在の生息地から他の場所への

放流は厳禁とする ３．将来における駆除に資す早急なる学術調査を開始すること という具

体的な提言を行った。 
（４）本研究の学術的・社会的意義 
タイでは、今まで多くの外来魚が移入され、ピーコックバスはその中で最も肉食性の強い種類の

一つとして生態系への悪影響を与え、生物多様性の劣化が懸念されていたが、学術的な調査は全

くされていなかった。本研究は胃内容物調査に加え、炭素・窒素安定同位体比分析によりピーコ

ックバスの食物網における位置等を可視化して影響の評価を行い、ピーコックバスが高い侵略

性を有する可能性を明らかにした点において、タイにおけるピーコックバスの水位域生態系へ

の影響を自然科学的に詳細に行った初めての研究であるばかりでなく、調査地とその周辺にお

ける地域住民の生態資源利用やそれらの持続的利用に関する意識等を社会学的手法で行い、両

者の調査で得られた結果を総合的に考察した文理融合的研究であり学術的意義は大きい。さら

に、これらの成果をタイの特定外来魚法制定部局のある水産局と共有するとともに、将来におけ

るピーコックバスへの具体的対応策を提言したことは当該国の今後の生物多様性の維持・管理、

ならびに水産資源の持続的維持・利用に多大な貢献を成すものである。 
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